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幹細胞を産業利用に繋げるためには、細胞増幅培養およ
び組織化培養において、細胞量を確保するための増幅
培養と目的の細胞へ分化誘導を行う培養が重要な工程と
なっております。本研究グループでは、「細胞挙動を操
作する細胞外環境場の設計」において、場と細胞挙動の
関係について示し、「幹細胞の挙動制御に基づく内因性
シグナルの誘発を介した未分化維持・分化方向性の制御」
を可能とする培養プロセスへの開発を行っております。
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「ワディントン地形」の概念に基づいた
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質量分析イメージング（MSI）は、切片化した試料表面
において直接質量分析を行うことで、様々な分子を可視
化できる特徴のある分析手法です。様々な試料に適用可
能であり、イオン化さえできればどのような分子も試料
内の分布が可視化できます。現在は、毛髪の MSI も開発
しています。毛髪は人間の身体の健康履歴を自動的に記
録する媒体です。毛髪を根元から毛先に向けて MSI を行
い、取り込まれた分子分布を可視化することで新しい健
康モニタリング法が開発できると考えています。まずは
ストレス可視化の実現に向けて研究を行なっています。
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健康履歴を「みえる化」する毛髪質量分析イメージング
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